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************************************************************************************ 

※『Andante：アンダンテ』とは 

「ゆっくりと歩くくらいの速さで」という意味の音楽用語です。皆さんは最近、ゆっくり 

と歩いてみたことはありますか？ゆっくりと自分にとって適度なスピードで歩いていると 

き、私達の視野はいつもよりぐっと広がり、忙しく過ごす中では見過ごしがちなものに気 

が付くことがあります。月に一度「Andante」が届くたびに、皆さんがふっと一息つき、 

少しの時間だけでもゆっくり歩くことを思い出していただけたらと考えています。 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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【１】北海道における自殺の現状 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇令和 5 年 2月末の自殺者数（暫定値）[警察庁]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

警察庁より令和 5年 2月末の月別自殺者数の暫定値が発表されました。 

令和 5年 2月の北海道の自殺者数は 60 人でした。また、全国の自殺者数は 1,559 人、その

うち男性は 1,091人、女性は 468人でした。 

以下に、北海道および全国の前月比と前年同月比の自殺者数を示します。 

 

1. 令和 5年 2月末と令和 5年 1 月末の月別自殺者数の比較 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

令和 5年 2月＜北海道  60人、全国 1,559 人、全国(男性) 1,091人、全国(女性) 468人＞ 

令和 5年 1月＜北海道  71人、全国 1,812 人、全国(男性) 1,196人、全国(女性) 616人＞ 

前 月 比  ＜北海道 -11 人、全国 -253人、全国(男性) -105人、全国(女性) -148 人＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
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令和 5年 2月の自殺者数は、前月比では、北海道、全国（総数・男性・女性）において減少

でした。都道府県別では、自殺者数が増加したのは 14、減少したのは 28、変化なしは 5 でし

た。 

 

2. 令和 5年 2月末と令和 4 年 2 月末の月別自殺者数の比較 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

令和 5年 2月＜北海道  60人、全国 1,559 人、全国(男性) 1,091人、全国(女性)  468人＞ 

令和 4年 2月＜北海道  71人、全国 1,516 人、全国(男性) 1,028人、全国(女性)  488人＞ 

前 年 比 ＜北海道 -11人、全国  +43 人、全国(男性)  +63 人、全国(女性)  -20 人＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

前年同月比では、全国（総数・男性）において増加、北海道、全国（女性）において減少で

した。また、都道府県別でみると、自殺者数が増加したのは 24、減少したのは 21、増減なし

は 2でした。 

 

◇令和 4 年中における自殺の状況（確定値）[警察庁]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

Andante vol.163 で令和 4 年 1 月～12 月の自殺者数（速報値）についてご報告させていただき

ましたが、3 月 14日に警察庁より「令和 4年中における自殺の状況」として確定値が発表され

ましたので、あらためてご報告させていただきます。 

以下に全国と北海道の年間自殺者数および北海道の月別自殺者数をまとめます。 

 

1. 令和 4年全国及び北海道の自殺者数の前年比 (単位：人) 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

北海道   全国   全国（男性）  全国（女性） 

令和 4年    984   21,881    14,746     7,135 

令和 3年    977   21,007    13,939     7,068 

前年比     +7    +874     +807      +67 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

令和 4年の北海道の自殺者数は 984 人で前年に比べ 7人の増加、自殺死亡率は 19.0 でした。 

全国の自殺者数は 21,881 人で前年比 874人の増加、自殺死亡率は 17.5 でした。そのうち男性

の自殺者数は 14,746 人で前年比 807 人の増加、女性の自殺者数は 7,135 人で前年比 67 人の増

加でした。 

 

2. 令和 4年北海道における月別自殺者数の前年比 (単位：人) 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

         1月    2月    3月    4月    5 月    6 月 

令和 4年     77     71     106     77    99     60 

令和 3年     75     70          92     86    82     85 

前年比      +2     +1     +14     -9    +17     -25 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
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         7月     8月    9 月    10 月    11 月   12月 

令和 4年       104     73    80     71     85     81 

平成 3年      90          89    73     91     83     61 

前年比       +14     -16    +7     -20     +2    +20 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

令和 4年に北海道で最も自殺者の少なかった月は 6月の 60 人でした。逆に最も多かった月は

3 月の 106人でした。前年比において最も自殺者が減少したのは、6月の 25 人、逆に最も増加

したのは 12 月の 20 人でした。 

 

参考文献 

「令和 4 年中における自殺の状況」、2023、厚生労働省自殺対策推進室 警察庁生活安全局生

活安全企画課 

 

【２】自殺について知ろう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇学生・生徒等の自殺の分析[自殺対策白書]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

日本の自殺者数は、近年、全体としては低下傾向にあるものの、小中高生の自殺者数は増え

ており、令和 3年には小中高生の自殺者数が過去 2番目の水準となっています。また、若年層

の死因に占める自殺の割合は高く、若年層の自殺対策が課題となっています。 

令和 4年に閣議決定された「自殺総合対策大綱」においても、「子ども・若者の自殺対策の更

なる推進・強化」として、「自殺等の事案について詳細な調査や分析をすすめ、自殺を防止する

方策を検討」、「子どもの自殺危機に対応していくチームとして学校、地域の支援者等が連携し

自殺対策にあたることができる仕組み等の構築」、「命の大切さ・尊さ、SOSの出し方、精神疾

患への正しい理解や適切な対応等を含めた教育の推進」、「学校の長期休業時の自殺予防強化、

タブレットの活用等による自殺リスクの把握やプッシュ型支援情報の発信」、「令和 5年 4月に

設立が予定されている“こども家庭庁”と連携し、子ども・若者の自殺対策を推進する体制を

整備」、といった目標が掲げられています。 

今回は、学生・生徒等の自殺の実態と新型コロナウイルス感染症の感染拡大下での変化につ

いて、『令和 4年版自殺対策白書』から一部抜粋してご紹介したいと思います。より詳細に知り

たい方は下記参考文献にて、資料のアドレスを記載しますので、そちらから本文の方をご参照

ください。 

 

１ 学生・生徒等の自殺の実態 

（1）若年層の死因に占める自殺の割合 

○厚生労働省「人口動態統計」による令和 2年における我が国の年齢階級別にみた死因 

・10～39 歳の全年齢階級で第１位が「自殺」 

・10～14 歳では、「自殺」による死亡が全死亡の約 29% 

・15～29 歳では、「自殺」による死亡が全死亡の 50%以上 

 

（2）国際的にみた若年層の自殺の状況 

○世界保健機関（令和元年）による日本の 15～24 歳の自殺死亡率順位 
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・経済協力開発機構加盟国 38 か国中、男性は第 9 位、女性は第 7位 

 

（3）学生・生徒等の自殺者数 

○警察庁「自殺統計」による自殺者数の推移 

・平成 21 年から令和元年にかけて、日本の自殺者総数は年々減少している一方、「児童生徒」

（「小学生」、「中学生」及び「高校生」）は減少傾向がみられない。 

・「児童生徒」の自殺者数は、平成 28年からは増加傾向。令和 3 年は減少したものの、令和

元年以前よりも多い状況。 

・「学生等」（「大学生」及び「専修学校生等」）は、平成 23 年をピークに年々減少。令和元年

に増加に転じ、令和 3年まで増加。 

○「児童生徒」及び「学生等」における平成 21年～令和 3年の累計月別自殺者数 

・「児童生徒」・・・自殺の多い月順：「8月」、「9月」、「1月」、少ない月：「12月」 

・「学生等」・・・自殺の多い月順：「3月」、「4 月」、「9 月」、少ない月「8 月」 

 

（4）学生・生徒等の自殺の原因・動機 

○学生・生徒等の自殺の原因・動機の割合（平成 21年～令和 3年） 

・「小学生」及び「中学生」：自殺の原因・動機において不詳の割合が高い 

○「小学生」 

・「家庭問題」を原因・動機とする割合が高い。次に、「学校問題」となる。 

・「家庭問題」では、男女ともに「家族からのしつけ・叱責」の割合が高く、女子は「親子関

係の不和」がこれに次いで高い。 

・「学校問題」では、男女ともに「その他学友との不和」の割合が高い。 

○「中学生」 

・「学校問題」を原因・動機とする割合が高く、次に「家庭問題」が続く。 

・「学校問題」では、男子は「学業不振」、女子は「その他学友との不和」の割合が高い。 

・「家庭問題」では、男子は「家族からのしつけ・叱責」、女子は「親子関係の不和」の割合

が高い。 

○「高校生」男子 

・「学校問題」を原因・動機とする割合が最も高く、不詳を除くと、次に「健康問題」の割合

が高い。 

・「学校問題」では、「学業不振」及び「その他進路の悩み」の割合が高くなっている。 

○「高校生」女子 

・「健康問題」を原因・動機とする割合が最も高く、次に「学校問題」となる。 

・「健康問題」では、「うつ病」及び「その他の精神疾患」の割合が高い。 

○「大学生」及び「専修学校生等」 

・男性では「学校問題」、「健康問題」の順に、女性では「健康問題」、「学校問題」の順に割

合が高い。 

 

２ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大下での変化 

（1）先進国における状況（先進国 6か国の 15～24歳の男女別自殺死亡率の推移について） 
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○令和 2 年の自殺死亡率と、感染拡大前 5 年間の平均自殺死亡率の比較 

・日本及び韓国は男女ともに、大きく上昇 

・イギリス、ドイツ、アメリカ及びカナダでは同様の変化はみられない 

 

（2）学生・生徒等の自殺者数の変化（平成 21年～令和元年の学生・生徒等の学校種別・男女

別年間自殺者数の変化） 

○グラフ上に平成 21年～令和元年の回帰直線を示し、令和 2 年以降もその傾向が続くと仮定 

・実際の令和 2 年及び令和 3 年の年間自殺者数を比較すると、女子「中学生」、女子「高校

生」及び女性「専修学校生等」において、推定される回帰直線を大きく上回った。 

 

（3）学生・生徒等の自殺の原因・動機の変化（学校の種別・男女別、学生・生徒等の自殺の原

因動機別自殺者数の推移） 

○「中学生」女子 

・令和元年～令和 2 年「学校問題」及び「家庭問題」が大きく増加、令和 3年は減少したも

のの、令和元年以前よりも多い状況 

○「高校生」女子 

・令和元年～令和 2 年「健康問題」が大きく増加、令和 3年はさらに増加 

・「学校問題」は同じく令和 2年に大きく増加、令和 3 年は減少 

○「大学生」女性 

・令和元年～令和 2 年「健康問題」が増加、令和 3年はさらに増加 

○「専修学校生等」女性 

・令和元年～令和 2 年「健康問題」が大きく増加、令和 3年は減少 

 

○「学校問題」（自殺の原因・動機別（小分類）にみた学生・生徒等の自殺者数） 

・男子・男性：令和元年～令和 2年にかけて特徴的な変化は見られない。 

・女子「中学生」：令和元年～令和 2 年「学業不振」及び「その他進路に関する悩み」が増加、

令和 3年は減少。また、令和 2年～令和 3 年「いじめ・学友との不和」が大きく増加。 

・女子「高校生」：令和元年～令和 2 年「その他進路に関する悩み」が大きく増加、令和 3年

は減少 

○「健康問題」（自殺の原因・動機別（小分類）にみた学生・生徒等の自殺者数） 

・男子・男性：令和元年～令和 2年にかけて特徴的な変化は見られない。 

・女子「高校生」：令和元年～令和 2年「うつ病」及び「その他の精神疾患」が増加。 

・女性「大学生」：令和元年～令和 2年「うつ病」が増加。 

・女性「専修学校生等」：令和元年～令和 2年「うつ病」が増加、令和 3 年は減少。 

 

日本では現在、若年層において自殺が他の死因を上回り、国際的に見ても自殺死亡率が高い

状況にあります。 

 平成 21 年から令和 3 年までの期間において児童生徒の自殺者数は横ばいあるいは増加傾向

にあり、学生等の自殺者数は減少から増加に転じていました。また、原因・動機についてみる

と、小学生や中学生は、不詳を除くと、小学生は家庭問題、中学生は学校問題が最も高くなっ
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ています。高校生、大学生、専修学校生では男子は学校問題、女子は健康問題が最も高くなっ

ています。 

 本資料では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大下の影響について、「社会全体が大きな影

響を受ける中で学生・生徒等が多くの時間を過ごす家庭や学校も影響を受けているにもかかわ

らず、上記調査によると、問題を抱えた際に周囲にその状況を伝えて支援を希求することが難

しい状況であるとされている。かねてより SOS の出し方に関する教育の重要性が指摘されてき

たが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大下において、学生・生徒等が不安定な状況に身を

置くことになっている点を考慮し、更なる SOSの出し方に関する教育を推進すると共に、教員

や保護者といった周囲の大人が丁寧に SOS を受け止めていく必要がある」とまとめています。 

 

参考文献 

『 令 和 4 年 版 自 殺 対 策 白 書 』、 2022 、 厚 生 労 働 省 、

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/jisatsu/jisatsuhakusyo202

2.html 

 

【３】お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◇ 精神保健福祉センターでは、こころの電話相談を次の時間帯で行っています。 

月曜から金曜日                 9:00～21:00 

土曜日曜祝日（12月 29日～1月 3日を除く）   10:00～16:00 

Tel：0570-064-556 

※ご相談の電話が集中しますと、つながりにくい状態になりますがご了承ください。 

  

◇ 現在北海道でも、こころの SNS（LINE）相談が開設されています。 

 詳しくは、下記のリンクをご覧ください。 

 

北海道こころの健康 SNS相談窓口: https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/shf/linesoudan.html 

 

◇ ホームページをご覧ください 

北海道地域自殺対策推進センターのホームページを開設しています。最新の北海道の状況を

掲載しており、より情報を見やすく、分かりやすくお伝えできるよう心がけています。また、

Andanteのバックナンバーへのリンクもございますので是非ご覧ください。 

 

ホームページURL：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/a0002/ 

 

◇ メールマガジンのご登録内容の変更や解約手続きにつきましては、以下のリンクから行っ

ていただけます。 

 

北海道のメールマガジンURL：http://www1.hokkaido-jin.jp/mail/magazine/ 

 

【４】編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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北海道では、まだコートが手放せないものの、暖かさを感じる季節となってきました。雪も

大方溶けて、アスファルトの地面が数ヶ月ぶりに姿を見せました。朝の 10 分間の睡眠のため

の自転車通勤も解禁され、すっかり春らしく活気づいてきた気がします。 

春は出会いと別れの季節ということで、当センターでも何人かの方が異動され、また新たな

体制での業務となりそうです。寂しいのはもちろんですが、新しい環境を楽しんでいきたいと

思います。 

私たちAndante編集班もいろいろと変更があるかと思いますが、これからも引き続き自殺に

関する情報を発信していきますので変わらぬご愛顧よろしくお願いします。 

 

いつもご愛読ありがとうございます。 

次号Vol.166は、令和 5年 4 月末に配信予定です。 

 

                                                  ＊ご質問、ご要望等お問い合わせ先＊ 

                                          北海道立精神保健福祉センター 

                                     札幌市白石区本通 16丁目北 6番 34号 

                                                       Tel 011-864-7121 

                                                       Fax 011-864-9546 

URL http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/ 

Mail  hofuku.seishin1＠pref.hokkaido.lg.jp 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/

